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は し が き

子宮内膜癌は日本においても近年増加している｡これまで日本を含む東アジ

アなどで内膜痺の発生が少なかったのは大豆な′とのイソフラボンの作用であり､

逆に増加しているのは高脂肪食の摂取と大豆摂取の減少が関連しているとも考

えられる｡しかし､これまでイソブラボンの子宮内膜掛こ対する影響を検討し

た報告はない｡･今臥マウス子宮内膜発掛こ対するイソフラボンの影響とその

分子生物学的影響も検討した｡
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